
                      　ヒツジとヤギの品種とその特徴に関する次の記述のうち，正しいのはどれか。

１．コリデール種は，イングランド原産の肉用のヒツジである。早肥・早熟で産肉性
に優れている。現在，我が国で飼育されるヒツジのほとんどをこの品種が占める。

２．メリノ種は，ニュージーランド原産の毛肉兼用のヒツジである。毛用，肉用とも
に優れている。昭和３０年代まで，我が国で飼育されるヒツジの大半をこの品種が
占めていた。

３．シバヤギ種は，スイス原産の代表的な乳用のヤギである。大型で，泌乳能力の改
良が最も進んだ品種である。我が国では，長野県，山梨県，群馬県で多く飼育さ
れている。

４．カシミヤ種は，中央アジア原産の毛用のヤギである。本種の柔らかい毛は絹状の
光沢をもち，高価なショールや織物に加工される。チベットやモンゴルなどの高
地で飼育されている。

５．ザーネン種は，長崎県で古くから飼われていた肉用のヤギである。体高 ５０ cm前
後と小型である。我が国では，一部の研究機関で実験動物として飼育されている。
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                      　次の文章は，家畜の体内における脂質代謝の中間産物であるケトン体に関す
る記述である。文章中のＡ～Ｄに入るものを正しく組み合わせているのはどれか。

ケトン体とは，アセト酢酸，b- ヒドロキシ酪酸，アセトンの総称である。ケトン体は，
脂肪酸の分解によって生じた 　Ａ　 から，　Ｂ　 で作られ，血液中に放出される。ア
セト酢酸とb- ヒドロキシ酪酸は，脳などで再び 　Ａ　 となり，　Ｃ　 に入ってエネル
ギー源となる。ケトン体は，体内の 　Ｄ　 の利用が円滑に進行していないときに産生
量が増す。 Ａ Ｂ　　　　Ｃ  Ｄ
１．アセチルCoA　　肝臓　　解糖系 アミノ酸
２．アセチルCoA　　肝臓　　TCA回路 ブドウ糖
３．アセチルCoA　　筋肉　　TCA回路 アミノ酸
４．マロニルCoA　　肝臓　　TCA回路 ブドウ糖
５．マロニルCoA　　筋肉　　解糖系 アミノ酸
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    　次の記述ａ～ｃは，食肉の塩漬材について述べたものである。各記述の正誤
の組合せとして正しいのはどれか。

ａ．食塩は，微生物の増殖を抑制して食肉の保存性を高める。また食肉の結着性，保水
性，風味の向上に役立つ。

ｂ．亜硝酸塩は，アクトミオシンをアクチンとミオシンに解離させることによって，食
肉の結着性や保水性を向上させる。

ｃ．ポリリン酸塩を食肉に添加すると，一酸化窒素が生成され，一酸化窒素がミオグロ
ビンの鉄原子に結合することによって食肉が発色する。

　　ａ　　ｂ　　ｃ
１．正　　正　　誤
２．正　　誤　　正
３．正　　誤　　誤
４．誤　　正　　正
５．誤　　誤　　正
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                     乳牛の搾乳作業に関する次の記述のうち，正しいのはどれか。

１．毎回の搾乳で最初に搾り出される乳は，乳脂肪分を多く含み，良質なバターの原
材料に適しており，この乳を特別に取り分けるため，前搾りとして手搾りを３～
４回行う。

２．生乳を衛生的に生産するため，搾乳前には，殺菌したタオルで乳頭部分の汚れを
拭き取り，プレディッピングを行った後，清潔なペーパータオルで水分を拭き取
るなどの乳頭清拭を行う。

３．乳頭清拭は乳の流出を促す乳頭への刺激となるが，接触刺激の効果が現れるまで
時間を要するため，ティートカップの装着は乳頭清拭の後，十分に時間を置いて
から行う。

４．ティートカップの取り外しによる急激な圧力の変化は搾乳後の乳頭の生理反応に
悪影響を及ぼすため，搾乳終了から十分に時間を置いてからティートカップを取
り外す。

５．ポストディッピングは，搾乳者の手から乳頭表面に付着した細菌の増殖を防ぎ，
有害な細菌が搾乳者の間で拡大しないために行うものであり，搾乳後速やかに行
う。
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　ある飼料の成分は，水分１１％，粗蛋白質１５％，粗脂肪３％，可溶無窒

素物 ３４％，粗繊維 ２２％，粗灰分１５％で，このうち，牛における可消化成分の消
化率は，順に ７０％，６０％，８０％，５０％である。この飼料の可消化養分総量はお
よそ何％か。

１．４３％

２．４８％

３．５３％

４．５８％

５．６３％
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                     　次の文章は「令和２年度食料・農業・農村白書」に基づく，我が国の肉用牛
の生産基盤の強化に関する記述である。文章中の空欄ａ～ｃに入るものの組合せとして
正しいのはどれか。

農林水産省は，肉用牛の生産基盤の強化を図るため，　ａ　 等の支援組織の機能強
化を支援し，生産性の向上と省力化を推進している。また，地域ぐるみで高収益型の畜
産を実現するための 　ｂ　 により経営の体質強化を進め，さらに輸出の拡大に向けて
和牛の生産拡大を進めるため，繁殖雌牛を対象とした 　ｃ　 の交付等を行っている。

ａ 　ｂ 　ｃ
１．コントラクター　 畜産環境対策総合支援事業　　日本型直接支払
２．コントラクター　 畜産クラスター事業 増頭奨励金
３．GPセンター　　　 畜産環境対策総合支援事業　　日本型直接支払
４．GPセンター　　　 畜産クラスター事業 増頭奨励金
５．GPセンター　　　 畜産クラスター事業 日本型直接支払
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